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【平成２２年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
○ A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 
本研究は、分子・細胞レベルのシミュレーション技術の開発から始め、循環器系および消化器系の生

理、病理現象を再現するマルチスケール全身シミュレーションモデルの構築を目指している。これまで

の研究期間に、世界的レベルの学術雑誌などに多数の成果を発表しており、期待以上に研究が進展して

いるといえる。なかでも、脳動脈瘤の発生メカニズムの解明において、瘤発生位置と強い相関を見せた

新しい血行力学量 GON の発見は特筆すべき成果である。これまでの研究の進捗状況を踏まえると、当

初目標を超える研究の進展が見込まれ、その成果が各種疾患の診断・治療・予防応用へと展開されるこ

とを期待する。 
 


